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研究成果の概要：小学校の通常の学級における小児慢性疾患等により医療的ケアを必要とする子どもの支援体制
の構築は、多職種連携・協働が基盤となり成立するものであり、特に、学校看護師がその役割を大きく果たすこ
とが考えられた。それとともに、医療的ケア児を含めたすべての子どもの健康状態を看護と教育の両側面から総
合的かつ綿密に把握や実行することが専門性として求められており、これは、切れ目のない連続性をもった「ト
ータル・ケア」の視点からの支援が、支援体制構築の上で、非常に重要であることが示された。
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研究成果の学術的意義や社会的意義
小学校通常の学級において看護師免許を有する学校職員の専門性が明らかをなり、それに伴い、医療的ケアに対
応する支援体制の構築に向けたプロセスの一端が開発された。これにより、本研究での成果を基盤として、今後
は、小学校における医療的ケアに対応できる専門性の高い具体的な支援法や教員研修の充実の提案が可能となる
ことが期待できる。
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１．研究の目的 

本研究は，小学校の通常の学級における小児慢性疾患等により医療的ケアを必要とする子ども
の支援体制構築に向けたプロセスを明らかにし，病弱教育推進のための視座を明らかにするこ
とを目的に行う。地域の小学校に多くの慢性疾患等の病気の子どもが多く在籍するようになっ
た現在，支援体制の構築は必須となっている。そのため，医療的ケア児の支援のために行われて
いる学校内・外の多職種連携・協働，病弱教育や医療的ケアに関する教職員研修，令和 3 年度に
は平成 27 年度のおよそ５倍の 1,886 人に配置数が増加している学校看護師の専門性を取り上
げ，その実態と傾向，および，成果と課題について調査・検討する本研究の必要性は明確である。 

本研究が完成した際には，１）医療的ケアに対応する支援体制の構築に向けたプロセスを明ら
かにすることで，組織的な対応のモデル化が可能となる ２）小学校における医療的ケアに対応
できる専門性の高い具体的な支援法や教員研修の充実の提案が可能となる等の成果が期待され
る。 

 

２．研究成果 
近年，いわゆる医療的ケアを必要としながら，小学校等の通常の学級で学ぶ児童生徒が増えて
いる。しかし、多くの学校では支援体制の構築は未整備のままの現状にある。 
そこで、まずは学校看護師の配置に関する法制度等の整備と歴史的経緯について整理した。 
学校看護師の配置の始まりは、1998年に当時の厚生省と文部省の連携により学校看護師配置モ
デル事業にさかのぼる。2004年 10 月には、厚生労働省医政局長通知「盲・聾・養護学校におけ
るたんの吸引等の取扱いについて」により、教員による医療的ケアを「やむを得ない」とする実
質的違法性阻却の考え方が示され、その条件のひとつとして、学校看護師の常駐が挙げられた。
2019年 3 月には「学校における医療的ケアの今後の対応について（通知）」が発出され、教育委
員会等においては、看護師の十分な確保と医療的ケア児の状態に応じた適切な配置、継続して安
定的に勤務できる体制の整備等が医療的ケアの基本的な考えとして示された。また、2021 年 9
月には、「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」が施行され、その中には、医
療的ケア児とその家族への支援の一つとして学校看護師の配置が挙げられた。このような経緯
を経て、「令和３年度学校における医療的ケアに関する実態調査結果（概要）」によると、特別支
援学校に配置された学校看護師は、2008 年度の 707 名から 2021年度には 2,754 人に増加し、幼
稚園、小・中・高等学校に配置された学校看護師は平成 27 年度の 350 人から令和 3 年度には
1886人に増加した。 
このような中、通常の学級における学校看護師の配置の歴史的経緯を振り返ると、そこにはイ
ンクルーシブ教育システム・共生社会を目指す中での医療的ケア児の学びの場の広がりと関係
していることが考えられた。 
それを踏まえ、特別支援学校並びに小学校を対象として、現状の成果と課題について、実地調

査を行い、その傾向を分析した。その結果、学校看護師は、医療的ケアや健康管理に加え、教室
移動、学習準備、給食、清掃などの学校生活全般の教育的支援も職務としており、多職種連携・
協働や保護者支援を行っている実態があった。つまり、学校看護師は、医療的ケアと教育的支援
の両面から複合的な支援を行っており、独自の高度な専門性が必要とされていることが推察さ
れた。また、大多数の学校看護師が非正規雇用の勤務形態であり、児童の欠席や長期休業等によ
り、勤務が変動的になり、収入や福利厚生の不安定さも課題であった。今後は、学校看護師が望
ましいケアを提供できるように，研修や相談の場を設定するとともに、学校全体で学校看護師へ
のサポート体制を構築する必要があると考えられた。 
さらに、小学校勤務の看護師免許を有する学校職員が担う役割と専門性について、学校看護

師・養護教諭・教諭に対するインタビュー調査を行った。その結果、看護師免許を有する学校職
員は、医療的ケアに関する高度な知識や技術を有するとともに、その職 種に合わせて役割や専
門性が派生・拡大してきており、具体的には、医療機関や保護者との円滑な連携、丁寧な観察・
判断、体調変化の気付きなどを担っている現状が示された。また、職種ごとの特徴として、学校
看護師は医療的ケアの対応を中心としつつ、教育的支援を併せて行っていたり、養護教諭は保健
管理や健康 教育に関する専門性向上につながっていたりした。教諭については、日常的な教科
指導や生活指導に看護の視点をもって児童・保護者とかかわる様子があった。 このような調査・
研究から、小学校の通常の学級における小児慢性疾患等により医療的ケアを必要とする子ども
の支援体制の構築は、多職種連携・協働が基盤となり成立するものであり、特に、学校看護師が
その役割を大きく果たすことが考えられた。それとともに、医療的ケア児を含めたすべての子ど
もの健康状態を看護と教育の両側面から総合的かつ綿密に把握や実行することが専門性として
求められており、これは、切れ目のない連続性をもった「トータル・ケア」の視点からの支援が、
支援体制構築の上で、非常に重要であることが示された。 
 
これらの研究の結果を通して、総合的に検討すると、小学校の通常の学級における小児慢性疾

患等により医療的ケアを必要とする子どもの支援体制の構築は、多職種連携・協働が基盤となり



 

 

成立するものであり、特に、学校看護師がその役割を大きく果たすことが考えられた。それとと
もに、医療的ケア児を含めたすべての子どもの健康状態を看護と教育の両側面から総合的かつ
綿密に把握や実行することが専門性として求められており、これは、切れ目のない連続性をもっ
た「トータル・ケア」の視点からの支援が、支援体制構築の上で、非常に重要であることが示さ
れた。それに伴い、多職種連携・協働を基盤とした学校看護師を中心としたトータル・ケアのシ
ステム構築が、これからも増え続けることが想定される通常の学級における医療的ケアを必要
とする児童生徒に対応するための支援体制構築のプロセスの開発の道筋が示されたと言えよう。
これにより、本研究での成果を基盤として、今後は、小学校における医療的ケアに対応できる専
門性の高い具体的な支援法や教員研修の充実の提案が可能となることが期待される。 
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